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所(ト ポス)の 間にはもう1つ の次元、「風炉」や 「炉」
のセ ットが置かれる点前以前の配置された道具の場所
が存在する。
茶道の点前を分析す ることで得 られた発想を 「点前
的発想」 として、規律 ・訓練を分析 ・設計す る際の1
つの発想(ア イデア)と して整理 した。この発想は、
点前が特定の場所(ト ポス)を 作 り出し、それによっ
て点前をしている身体それ 自身が開発され、この場所
(トポス)は それを可能にする前提のような(「畳」的)
場所(位 置)が 必要である。このような 「畳」的場所
の特徴か ら、これは 「行為の中の場所」として捉えら





































































































































く教育 目的とクラス編成が採用 された ことにあると考
察できる。 この子ども観は、それまでの学園の教育に




























































なくなった。 この学習者の学力の実態を 「子 どもの科
学(Cl血dr㎝'sScien㏄)」 と名付け、授業構想において重

























































目的を 「学習者の考え方を有用で使用 しやすい形 に変
えながら、 自分の考え方についての理解を可能にして




















































オズボーンが 「子 どもの科学」 と 「教師の科学」の
明確化にこだわったのは、学習者 の学ぶ必然性の獲得
























業では、授業の1年 後再び 「直観的な考え方」に 「後


































































































































































とが 目的であると指摘 した。つま り、目的は授業改善
ではなく診断にある。 さらに、心理検査を、他 の障害
との最終的な識別に用いることはフクス自身が提案し



















福 山 寛 志(FUKUYAMAHiroshi)
本研究は、生後14ヶ 月の乳児 と対面した大人が対象
(人形)の 操作を呈示 したとき、大人が乳児 と接する





























報告されてい る。 こうした大人による発話に伴 う大げ
さな接 し方は、乳児の注意を引いたり重要な部分を強
調 した りすることによって、乳児の言語獲得に有利に
働 くと考え られてきた。 しかし、近年、言語 とは直接
関係のない動作そのものにも大人による行為修正が報












好などによって検証 されているが、 「認知発達 ロボテ






要な側面を強調 しているとすれば、顕著 性マ ップモデ














態す なわ ちゴール に注 目して模倣する とい う(e.S・
Carpenteretal.,2005)。 しかし、乳児は、アイコクンタ






























































































































被害当時から現在 さらには未来への展望へ と至 るライ





ら今へ と至る 「い じめ被害経験を乗 り越えてい く過程
の語 り」の特徴 を具体的かつ詳細に記述 してい くこと
を目的とした。
方法









合計得点を項 目数で除 し、その第一四分位数以上を 「影
響高群」 と定義 した。

























に遭 う人の辛 さを知ったからこそ、周囲でのい じめを














の 「反転機」の役割となることが示唆 された。 さらに
そこから、 「人 とのつながり」が感 じられるようになる
ために周囲の他者ができうる具体的な援助の形として、






回のイ ンタビュイーたちの語 りから得 られたものであ
















ている」ことを 「い じめ被害経験を乗 り越えた」とし
て操作的に定義 し、スクリーニングテス トを用いた基
準に合致 した当事者に対してナラティヴ ・アプローチ
によるイ ンタビューを行った。 このことは 「いじめ被
害経験を乗 り越えた」当事者の語 りを聞くとい う本稿
の 目的の上では有効に機能した。 しか し、「他者の心の
動きに敏感になれた語 り」で、他者の視線や評価を気
に してしまい、対人過敏になる様子が合わせて語られ、
両義的な捉え返 しの語 りが見 られたように、いじめ被
害経験によってもたらされた否定的な影響 は完全に払
しょくされるわけではない。すなわち、「いかに否定的

















イフス トー リーの心理学 やまだよ うこ(編)人 生



















数を用いて表 したり処理 したりすること」 と記されて
いる。
それを具体化 した、中学校の教科書では、「求補」1に

































は1970年 頃に遠山啓 と仙波元 らが開発 した 「赤と黒の
ゲーム」 と呼ばれる、 トランプゲームに着 目した。
この実践に着目した理由としては、感覚的に計算法則
を獲得できること、 さらに生徒の興味を惹 きつけ、や


























①2人 ずつペアにな り、机を向かい合わせ る。
*3～5人 程度のグループでやってもよい。
② 各ペアに トランプの110の カー ドを配る。
③ ジャンケンをして先攻と後攻を決め、先攻の人には結








こで、 「○か×」とい うのは感情の事である。そのカー ド
をひいて嬉 しかったら(財 産だったら)○ 、嬉 しくなか
ったら(借 金だったら)× を記入する。後攻の人は、同
じく1回 目の欄に 「相手にとられたカー ド」 「○か×」を





攻の人は、同じく1回 目の欄に 「相手にとられたカー ド」
「○か×」を記入する。












10名 に対し、2時 間の回復指導を行い、OPPシ ー ト(資
料1)に よって生徒の反応を分析 した。その結果、「赤
と黒のゲーム」において課題 とされた、①ゲームと式



















































































































熊 木 悠 人(KUMAKIYUto)
幼児期に見 られる遊びの一つにふ り遊びがある。そ
して、ふ り遊びの中でも特に他者 との関わ りの中で行
われるものを社会的ふり遊び という。「Cの文脈におい
てXはYと して扱わ」れ、他 の扱われ方は 「誤 り」と
判断 されるという「規範幽 について、Rakoczy,Wamekeq
andTomasell(x(2008)は3歳 児がル ール遊びの中で、この



















てと異なるふ りを行 う条件 と、共有 している他者も共
有された見立てと異なるふ りを行 う条件との2条 件を
設け、被験児の反応の違いを調べた。
対象としたのは5、6歳 児35名 で、コン トロール条
件群17名(女 児8名 、平均70.6ヶ 月、SD=5.62)、 テス










者IIが 戻 り、商品を売買 し、買ったものを食べ物に見
立てて食べるふりを行った。コン トロール条件では、
実験者IIが ふ りを行 う間、実験者1は 席を外 している





実験者1に 対する否定的反応 と、実験者IIに 対する否
定的反応とをそれぞれ独立に記録 した。
その結果、実験者IIの ふ りに対 しての否定的反応に
は条件間で差は見られなかった(x=0.004、P>.1)。






的反応 と、自ら見立てを変更 して しまう反応のどちら
においても、性別による差はみられなかった。
これ らの結果から、5、6歳 児では、ふ り世界を共有
している他者 とふ り世界を共有していない他者 を区別
していることが示された。 さらに、ふ り世界を共有し
ていない他者のふ りは、規範に対する 「誤 り」である
と理解 されているが、ふ り世界を共有 した他者のふり
は 「誤 り」 とは とらえられず、ふ り世界に与えられた
変更 ととらえられていると考えられる。このような社










小 池 良 平(KOKERyouhei)







る。 「言行 を以て直接に児童生徒の言行を拘束 し指導
す る」直接指導を排 し、 「心と心の感応作用 を以て学
習者 に人格的感化を及ぼし、或は環境 を利用 して学習
者の活動を指導する」間接指導を重視する同校は、大










るの」とい う声に応 じて、教師は 「けいこ」の時間を
国語や算数 として構想 し、平仮名や数の学習を行 うこ
とができる。また、「ちょうちょって どこにいるの」
と言 う子 どもがいれば、 「しごと」を生活科 として構




を重視し、毎 日の日記指導や 「おたずね」とい う取り
組みにより、子 どもの生活への定着を図っている。そ
して、話す ・書くとい う自己表現だけでなく、聴 くこ
とも含めた学習の基礎 となる能力を、毎日の朝の会に
おいて1年 生から継続 して指導 している。
以上のように、同校は学校生活のあらゆる場面が子






践について検討する。小幡は 「しごと」を 「子 どもに
よる授業」として成 り立たせ るためには、話す ・聴く ・
書 くとい う能力を伸ばす 日常的な学習 と、互いの意見
を受け止めることのできるあたたかい学級母体が必
要であるとする。そ して、同校の担任持 ち上が り制を
生かし、「おたずね」を中心に1年 生からこれ らの基
盤づ くりに取 り組んでいる。





を促 している。また、その日の 「しごと」で話 し合っ
ていく追求課題の設定や、学習のしめくくりに行 う学










このように、小幡は 「子 どもによる授業」を成 り立
たせ るために、 「しごと」時間外の指導を児童の入学















2003年 に行われたPISAの 読解力問題 における日本
の順位の大幅な低下は 「PISAシ ョック」と呼ばれ、教
育界に大きな影響を及ぼした。























































読 しながら、「かきこみ ・かきだ し」をし、話合いをす
ることによって行われた。書き、話す内容として指導
するものは、基本作業 として言い換え作業、関係づけ、
予想 ・見通 し、感想 ・意見だし、まとめ ・プランの仕
事の5つ にまとめられている。この実践では、学年に















































































































































































高 畠 聡 美(rAKABArAKESatomi)
生活指導の理論家の一人に折出健二がいる。折出は
全国生活指導研究協議会(以 下 「全生研」とする)で
約30年 受け継がれてきた 『学級集団づくり入門 第二



















「核づくり」は教師が核(リ ーダー)を 指導 し、その
核に集団を指導させることで、集団内部に自己指導の
力を確立するための手立てである。「討議づくり」は討
議 ・決定 ・遂行 とい う集団の自己指導の過程で集団の
ちか らを教えるための手立てである。
この 『二版』の集団づくりに対して、折出は新たな
集団づくりへの転換を提起 した。 しか しそれに対 して、
全生研会員の川村肇は 『二版』を支持する立場か ら折




















するための対話 ・討論 ・討議を行 うとい う方法を考案
した。これ らによって、子 どもたちの共同の関係性を
集団全体に広げていくのである。
折出の集団づくりの方法が 「班 ・グループ」 「リーダ
















































































































谷 口 弘 恵(TANIGUCHIHiroe)
戦前の地理教育者の一人であり、明治時代後期から
昭和初期にかけて長野県の旧制小 ・中学校で教鞭を執



























































































































て 「知識 を組織化」 していく教科 ・学問であった。第
二節では、神戸が 「自由選題」論による理科実践を通
して感 じた難点を、 どのように して 「題材共選」論で
克服 しよ うとしたのかを明らかに した。神戸は 「自由
選題」論において、子 どもの興味が物理 ・化学教材に

























































か ら分析を加えた。金森 のsい のちの学習」理論は、
内 と外両方に希望を育む という教育 目標、当事者性 ・
リア リズムの徹底、機能的概念 としての 「いのちの学

















































長 谷 川 博 之(HASEGAWAHiroyu】4)































討 した。ひ とつは、広島県竹原市立竹原中学校の 「竹
原中学校キャリア教育プラン」である。この学校の評
価すべき点は3つ ある。ひ とつは、5日 間以上の職場体
験学習を実施 している、数少ない学校の うちのひ とつ











職業 ・上級学校ガイダンス 「夢の架け橋103プ ロジェ
























































































































乗法を 「全体量=基 準量 ×倍(割 合)」 と考える 「倍の
立場」で組み立てられている。 しか し、 「単位量あたり




のc/a倍 だから距離もc/a倍 となる。 よって、dmはb
mのc/a倍 だからd;b×(c/a)と してdを 決定する。こ
の推論では、運動の進行に伴 う同種の量の変化に倍の
第1用 法と第2用 法を用いている。一方、「帰 一法」は、
a秒 でbmだ か ら、単位あた り量(速 さ)はb/a(m/秒)。
それのc秒 分だか ら(b/a)×cと 考えるものである。 こ
こでは、異種の2量 の間で得 られた倍関係を 「単位あ
た り量」と解釈 し直すことで、推論の4項 関係を3項
関係へと解消 している。そ して、「倍比例」か 「帰一法」
かの論点は、倍牌1合 を2量 の関係概念 とみてそれを
利用して推論を進める 「倍の立場」とそれを避けて 「内
包量」と見る 「量の立場」の違いである。
(第3章)運 動方向の比例的推論を行 うとき、1を 媒介






そ して 「自然な帰一法」の倍の把握によって生 じる
「b/a」は 「÷a」 「×b」 を同種の演算として合成 した
ものであり、これを 「帰一操作分ICJと 定める。
(第4章)倍 の立場である 「割合分数」は、a,bと い う
2つ の数が与えられたとき、aに 対するbの 割合をb/a
と表す とい う恣意的な決ま りと言える。また、同様に

































葉 と 「×b」の演算が、そ して、a→1の 拡大運動に 「1/a
倍」の言葉と 「÷a」 「×1/a」 の演算が対応 し、その対
応が、日常的なものとなれば、乗除の演算の決定が念
頭で行えるようになる。そして、その乗法 ・除法を素
直に適用 した 「自然な帰一法」における演算の決定も
念頭において可能となる。
(おわりに)現 状の算数教育では、拡大運動は、ほと
んど扱われていない。新 しいメディアを取 り入れなが
ら拡大運動を理解するための授業実践を行い、検証す
ることが今後の課題 となる。
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